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蓮明寺付近からはすばらしい田園風景が一望できる。蓮明

寺から少し西側に歩くと、そこはまさに鳥瞰図である。田

園、住宅地、青山高原の風力発電、曽爾高原、桔梗が丘団

地等素晴らしい景観を望むことができる。

16
蓮明寺付近
からの

展望

15
大師山
からの
展望

常福寺の北側大師山には、1.6kmの散策道が整備されてい

る。この大師山には多数の石仏があり、展望台からは田園

風景が一望できる。また、常福寺には、平安時代後期の作

とされる木造五大明王像（国指定）がある。

14
町井家住宅
（主屋・書

院）

江戸時代中期に建てられた大庄屋の建物で、主屋・書院は

国指定文化財に指定されている。桁行15.2m、梁間13.2m

の主屋は、入母屋造桟瓦葺一重の建物で、全面に本瓦葺の

庇が付いている。

国指定

13
桜並木と
今も働き続

ける

水車

平成３年、古墳時代前期から鎌倉時代にかけての数多くの
遺構・遺物が確認された。最大の特徴は、約1600年前、
古墳時代前期(４世紀後半)に造られた貼石や立石をもつ大
溝を屋外で展示されていることである。この大溝は、上流
部の３箇所で水源となる湧き水を集める施設をもち、溝に
貼石を施し、三角形の岬状突出部や要所に立石を配するな
ど、全国的に例を見ない特異な遺構として注目されている。
ここでは、古代の政の中で重要な部分にあたっていた祭祀
が執り行われていたと考えられている。
平成４年２月に県史跡、平成５年10月に国の名勝及び史
跡に指定された。

国指定・県指定

伊賀の天台宗真盛派寺院としては、南端に属する。真盛上

人は、青山峠を越えて、伊賀と伊勢とを往来された際に、

この地に立ち寄り御化導された。境内には、年号不詳の大

きな宝筺印塔が祀られており、大寺であったことが推察さ

れる。

10
泉宝山

来迎寺
せんぽう

ざん

らいこう
じ

本尊・・・阿弥陀如来

722年、長谷寺の徳道上人により開基。聖武天皇により勅
願寺となる。鎮護国家の本尊として特別に祀られた五大明
王は、秘仏で年に３度ご開帳されている。弘仁時代の作で
五体が完存する希少な仏像である。伝承として、修行僧が
郷人の饗膳に脇目もふらず、一心に五大明王の仏像を彫り
続け仏体造立時には、郷人が食飾が盤石に変じ、今のご飯
石（福石）が生まれたと云われている。また、1800年代
後半、慶正法印により発願、永祥・栄壽法印代に勧請され
たとされる四国八十八カ所大師霊場が1.7kmの遊歩道とし
て完備し、「大師道」として親しまれている。

8
江寄山

常福寺
こうきざ

ん

じょうふ
くじ

本尊・・・威徳五大明王
（1915年  国指定重要文化財）

　　

建立年不詳であるが、古老の言い伝えから推測するに、本
堂以外に四間半四方の庫裏もあり立派な寺院を呈していた
ようであるが、天正伊賀の乱で焼き討ちに合い、その後、
小さな祠に安置し祀ってきた。1720年頃、焼け残った資
材を組み立てて堂宇を建てたが、昭和56年12月20日新築
する。本尊の子安安産地蔵菩薩は小野篁の名作であり、霊
験あらたかな地蔵菩薩としては、北部の久米の子安地蔵菩
薩と共に有名である。

本尊・・・子安安産地蔵菩薩

11
高寛山

蓮花寺
こうかん

ざん

れんげじ

聖武天皇の御代に創建。天正伊賀の乱で焼失。その後江戸

時代に現在地に再建された。創建時には、高瀬蕃地に七堂

伽藍の壮大な寺院が建立されていた。往古、僧兵が鍛錬し

た馬場、的場、射場等が地名として今も残っている。今は、

当時の隆盛を想像することは出来ないが、境内に安置され

た石仏の中に室町時代の石仏が数基残っている。

本尊・・・薬師如来

平氏の娘が父母のため建立したもので、現在の本堂は

1772年庄屋中野家当主によって建造されたものであり、

現在は常福寺の下にあり、来迎寺が管理している。本尊阿

弥陀如来座像は、144cmで、鎌倉前期の金箔押し寄木造で

橘友安作と思われる。光背と台座は後に修復されているが、

仏像には仏体立像時の定印がある。

本尊・・・阿弥陀如来

9
誉峰山

報恩寺
よほうざ

ん

ほおんじ

称徳天皇の勅願により興福寺大僧正玄濱僧都により開基。
天正伊賀の乱により焼失。安政年間に堂塔が再建され現在
に至る。境内より南方には伊賀富士と呼ばれている倶留尊
山の山並み、東には青山連峰が一望できる景観であり、日
本三中山（伊賀、吉備、小夜）と云われている伊賀の中山
である。本尊秘仏である一寸八分の薬師如来の体内仏は、
３３年毎にご開帳される霊験あらたかな仏像である。上野
城主藤堂新七郎の病気平癒祈祷の記録が残されている。

本尊・・・薬師如来
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戸世山

蓮明寺
とせざん

れんみょ
うじ
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衆宝山

西方寺
しゅうほ

うざん

さいほう
じ

天台宗真盛派、本尊は阿弥陀如来座像。

菊岡如幻編の伊水温故によれば阿我観音堂を起源とする。

15世紀末明応年間真盛上人の中興で念仏の道場である。

十夜念仏、春秋彼岸の念仏会等、今も連綿と念仏相続され

ている。また脇壇には毘沙門天王を祀り、今も２月、９月

に会式が営まれている。

本尊・・・阿弥陀如来座像

4
金谷山

持佛寺
きんこく

ざん

じぶつじ

現在は、見ることが出来ないが昭和30年頃までは境内に
龍が横たわっているような見事な松があり、青龍の松」と
呼ばれ崇められていた。「青龍の松」の謂われから紐解くと、
後土御門天皇（在位1464～1500年）が統治する時代に醍
醐寺からやって来た僧が庵を結んで住んだとある。或夜、
鎮守青龍大権現が夢に現れ、この地にお寺を建て、「この
松の種を蒔きなさい」とお告げがあった。このことを村の
長に告げ一寺を造営し枕元に置かれていた松の実を蒔き、
今に栄えている。

本尊・・・阿弥陀如来

織田信長は、戦国大名で南伊勢を統治していた北畠氏を攻
略し、次男信雄を後継者に仕立て伊賀を統治しようと
1576年（天正４年）より戦闘用の大規模な城郭を築こう
と企てた。当時、国主を持たず伊賀独自の統治体制（惣国
一揆）を敷いていた土豪（地侍・郷士）達の懐柔に失敗し、
1578年（天正６年）、対岸の天童山に地侍が集結し、狼煙
を合図に一斉に丸山城を攻め上がり火を放って落城させた。
再三の伊賀勢の反抗に信長は激怒し、1581年（天正９年）
９月、４万６千の大群をもって伊賀に進攻し、土豪だけに
限らず、老若男女を問わず殺戮、神社仏閣、家屋もことご
とく焼き払った。（天正伊賀の乱）

3
天童山

無量寿福寺
てんどう

ざん

むりょうじ
ゅふくじ

749年孝徳天皇の勅願により行基の開基、後の村上天皇の
勅願所となり、律宗を説き、相当の堂宇・伽藍の寺容が具
わっていたと云われている。1264年頃、伊賀出身の応準
行燃上人により更に興隆させ、密・律・禅の三宗兼学の道
場として中本寺の格式を保っていた。伊賀自侍衆の集合の
場でもあり、当時の一名刹となっていたが、天正伊賀の乱
により焼き討ちに合う。本堂は、1751年、祐学により再
興される。山号の謂われは、中国五山随一と云われる天童
景徳禅寺の美景に似ていることから高僧聖一国師により授
けられた。

本尊・・・阿弥陀如来
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（穴穂宮

）

神戸神社
あなほの

みや

かんべじ
んじゃ

崇神天皇御代に倭姫命が各地を巡幸し当地穴穂宮に４年間

鎮座され、伊勢より先に祀られていたので元伊勢の名で呼

ばれている。神明造りで伊勢神宮遷宮二年後、古殿舎を拝

領し20年毎に式年宮が斉行され、平成27年がその年に当
たる。祭事としては、初魚掛祭、新嘗祭、神宮への干鮎

1800尾を献納、御田植及び秋の抜穂の奉仕が行われる。
境内には、藤堂高虎公が伊予今治からの国替えのおり持っ

てきた伊予杉と天乃真奈井戸からは、延命長寿、心身健康、

病気平癒、安産等の御神水が湧き出ている。

田植え時期の到来と共に国道422号線に沿って流れる岩鼻
用水路に水車が架けられ高台の水田へ養い水を黙々と運ん
でいる。直径１ｍから２ｍとさまざまな19基の水車は、
60年以上も前から続き、季節の風物詩として親しまれて
いる。
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やまとひめのみこと

は な かけまつり にいなめさい

のぶかつ

ご  つち みかど

平成21年10月

神戸地区住民自治協議会
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「かんべてくてくマップ」発刊にあたって
　神戸地区には、日本古来の歴史の発祥地である城之越遺
跡や元伊勢と言われる神戸神社、木津川を挟んで発展して
きた様子がうかがえる古墳群など貴重な歴史的、文化的遺
産がたくさんあります。「かんべてくてくマップ」は、この
貴重な歴史的、文化的遺産の魅力を広く発信し、地域の貴
重な宝物を地域自らが守り育てていくことが重要だとの思
いと、健康は生涯最高の宝であり、全ての人の願いである
との思いをこめて、ウォーキングマップを作成しました。
　このマップは、平成20年度から準備を進め、平成21年度
「伊賀市地域活動支援事業」の採択、平成21年6月に「かん
べてくてくマップ作成委員会」を立ち上げ、取り組んでき
ました。
　大勢の方々がこの「かんべてくてくマップ」を手にして、
ウォーキングを行っていただき、魅力ある神戸地区の歴史
的、文化的遺産に触れていただくとともに、健康づくりに
寄与できればと願っております。
　なお、このマップ作成にあたり、多くの方々にご協力を
いただきました。関係各位に深く感謝申し上げ、発刊の言
葉といたします。

平成21年11月
　神戸地区住民自治協議会　　会長　　川本　眞澄
　かんべてくてくマップ作成委員会委員長　森田　安俊

発刊・連絡先
神戸地区住民自治協議会
〒518-0116   伊賀市上神戸220番地の3　神戸地区市民センター内
電話・FAX  0595-38-1300　　E-mail：kanb-a15@ict.ne.jp
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モ デ ル コ ー ス Ｄ Ａ Ｔ Ａ
城之越古代ロマンコース 距離約10.8 km  

近鉄伊賀神戸駅　　　　城之越遺跡　　　　常福寺（古郡大師山遊歩道）
　　　神戸神社　　　　蓮明寺　　　　　　近鉄伊賀神戸駅

距離約5.8km丸山城跡天正伊賀の乱コース

1.7km

1.0km 1.9km 2.9km

1.7km

伊賀鉄道丸山駅　　　　町井家住宅　　　　丸山城跡　　　　神戸神社
　　　無量寿福寺　　　　伊賀鉄道丸山駅

0.8km

1.6km 0.7km

0.6km 2.1km


